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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【司会】
　最初に、本日の当社の出席者をご紹介いたします。

　中央より、
　代表取締役社長の「渡辺」でございます。
　代表取締役副社長の「佐藤」でございます。
　専務取締役の「石井」でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　このグラフは、当社の業績に大きく影響を与える要素であります、原油価格と為替の推移をお示ししております。

　ご覧のとおり、2008年の金融市場の混乱を背景に急落した原油価格は、2011年半ばまで緩やかに上昇し続け、その後は「1バレル110ドル」を超える水準で推移しておりました。
　2012年、年度初めは 「1バレル 120ドル」台より始まり、その後、夏場にかけて「1バレル100ドル」台まで下落いたしましたが、年度末時点では「1バレル 110ドル」を超える水準まで回復いたしました。
　
　また、現在のCIF価格は、4月上旬の速報値で、「1 バレル 113ドル01セント」となっております。

　一方、為替につきましては、2012年度は当初「1ドル 80円」前後で推移していたものの、2012年終盤に入ってから現在に至るまで円安が進み、2013年4月中旬以降は「1ドル95円」を超える水準で推移しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　つづきまして、「2013年3月期の実績」と、「2014年3月期の予想」の概要をご説明いたします。
　2013年3月期の売上高は「2,310億円」と、前期（2012年3月期）に比べ「4億円」の増収となりました。
　営業利益では、償却費の減少など売上原価も減少した一方、探鉱費が「52億円」増加したことから、前期より「11億円」減益の「139億円」になります。営業外損益は受取配当金の増加などで改善した一方、勇払油ガス田に係る事業用資産の減損損失の計上により、当期純利益は「8億円」の「当期純損失」となりました。
　2012年10月に「勇払油ガス田に係る事業用資産の減損損失の計上」を主とした、通期業績予想の「下方修正」を行った際は、当期純損失「116億円」を見込んでおりましたが、その後、原油価格が堅調に推移したこと、加えて、営業外損益での増益が見込まれたことなどにより、損失幅は大幅に縮小されました。
　一方、2014年3月期予想につきましては、原油価格の前提を「1バレル 100ドル」、為替「1ドル90円」と、想定いたしました。
　売上高は、国内原油天然ガスの生産量の減少の一方、ジャペックスガラフによる海外原油の生産開始を見込む事で「16億円」増収の「2,326億円」を見込んでいます。加えて、営業利益では、昨年度の減損損失の計上による償却費の減少などを見込んだことや、探鉱費の減少などから、前期（2013年3月期）に比べ「68億円」増益の「207億円」と予想しております。
　当期純利益では、営業外損益の悪化はあるものの、前期の減損損失計上の反動により、「223億円」増加の「215億円」を見込んでおります。
　なお、前期決算と今期の予想の詳細は、後ほど副社長の佐藤より、ご説明申し上げます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　「2013年3月期決算」の概要でございます。
　当初の予想は、原油価格前提を「1バレル100ドル」とした前期（2012年3月期）より低めに設定した事や、探鉱費の増加を予想した結果、営業利益、経常利益では減益となるものの、カナダにおける資産等の売却による特別利益を見込み、当期純利益ではほぼ同額の水準を想定しておりました。

　期中、「勇払油ガス田に係る事業用資産の減損損失の計上」を主とした、通期業績予想の「下方修正」を10月に行い、当期純損失「116億円」を見込んでおりました。
　その後、原油価格が堅調に推移したこと、加えて、営業外損益での増益が見込まれたことなどにより、11月公表の通期業績の修正予想に対しての「上方修正」を2月に行いました。

　その後においても、原油及び天然ガスの販売価格が2月公表での予想を上回ったことで増収増益となり、また営業外損益での増益が見込まれたため、 「4月26日」に再度業績予想の修正を行い、最終的には、先週5月10日に発表しましたとおり、2013年3月期決算の当期純損失は、2月にお示ししました業績予想との比較で「42億円」改善の「8億円」となりました。


13/3A 8 XARH R lRFetkn [BrEALL)

13/3A# RE

12/38 %A 13/3A#A LB iR
BR5EE: BAM3
#.L= H5M 4-98 4-3A 4-98 4-3A 4-9A8 4-3A
2QR& () H#(a) 2Q%5 (a) E#(a) 2Q% 5t bR
X AR5EE 742 1,730 685 1,455 A56 A274
RKARAR:
bl = 31,170 74,957 30,054 69,795 A1,115 A5,162
56, BEHR: AR5EE 522 1,194 498 1,019 A24 A175
FHM3 REHIZBITAIEEARIORFTEF. EAARERIBEEZSEH L TLET,
1,800 ' R (28)
1,600 56, EEHR
1,400
1,200 RFER AL A274HBM3(A16%)HED
EEXATEERLY. FEERDVICTHESIRFTER D
1,000
800 LS BRI AS1{EM(A7%) D
600 HRFEERV A274B M3 (A16%) [ZKDEDIEE.
i RKATARFTEME LR EERET HEEUNU &> THHI
4
200

12/3F 8A@HA  13/3 A HA S HA


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明会カット予定：ＩＲ手元用】
　それでは、通期の天然ガスの販売状況でございます。

　販売量は、前期に比べ「2億7千4百万立方メートル」減少の「14億5千5百万立方メートル」となりました。
　このうち、国産ガスの販売量は、「1億7千5百万立方メートル」減少の「10億1千9百万立方メートル」となっております。

　前期との比較では、産業用需要の減少及び生産量減少が主たる減少要因でございます。

　売上高については、販売量の減少の一方、販売価格の適正化や、原油価格の上昇に起因し、LNG-CIFに連動する価格フォーミュラを採用する販売先への販売価格の上昇など、販売価格上昇要因もあり、前期に比べ「51億円」減少の「697億円」となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明会カット予定：ＩＲ手元用】
　　つづいて、通期の原油の販売状況でございます。
　前期と比べ、原油CIF価格は「2ドル」上昇、ビチューメン価格についてもカナダドルで「0.9ドル」上昇となりました。
　ビチューメン及び買入商品原油を含む原油販売量は、前期に比べ「93万キロリットル」減少の「168万4千キロリットル」となりました。
　売上高は、販売量の減少による減収により、「13億円」減少の「885億円」となりました。
　このうち、収益に寄与する当社権益原油についてご説明いたします。
　国産原油の販売量は 「46万8千キロリットル」、前期に比べ「6万キロリットル」の減少となり、売上高においても、原油価格上昇の要因はありながらも、「21億円」減少の「281億円」となりました。
　海外原油の販売は、「JAPEX-US社」の権益原油のみとなり、販売量は「5千キロリットル」、売上高は「3億円」程度となっております。
　ビチューメンの販売量は、下期の定修等による生産量減少等により、「34万9千キロリットル」と減少しました。売上高では、販売量の減少のあった一方、価格の上昇及び円安の要因などにより、「5億円」増加の「96億円」となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　天然ガス・原油の販売数量に関しては、2月発表時から大きく変動が無い事から、割愛させていただき、前期実績からの主な損益変動要因の説明をさせて頂きます。
　売上総利益は、原油天然ガスの販売数量の減少など、減益要因があるものの、償却費の減少や昨年震災により減少していた受託輸送収入の増加といった増益要因が上回った結果、前期に比べ「27億円」増加の「590億円」となりました。
　探鉱費では、国内・海外合わせて「52億円」増加した結果、販管費は「14億円」減少したものの、営業利益では、前期に比べ「11億円」減少の「139億円」となりました。

　営業外損益においては、受取配当金の増加等により「70億円」の増益となることから、経常利益では、前期に比べ「59億円」増加の「280億円」と、増益に転じております。
　しかしながら、当期純利益においては、カナダにおいてビチューメン鉱区権益の譲渡による特別利益はあったものの、勇払油ガス田の生産操業資産に係る減損を特別損失として計上し、その減損に関して法人税等税金費用の減少も見込んだ結果、前期の当期純利益「170億円」に比べ「178億円」減少し、「8億円」の当期純損失となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　こちらは、今期「2014年3月期」の業績予想と、前期「2013年3月期」実績とを比較したものでございます。

　2014年3月期、業績予想の前提となる原油価格と為替でございますが、期中の原油CIF価格は「1バレル 100ドル」、為替は「90円」を前提に、ビチューメン価格については、ロイヤリティー控除後で「1バレル 45カナダドル」、また、カナダドルについては「90円」を前提としております。

　ご覧のとおり、今期（2014年3月期）は前期と比べ、営業利益で「68億円」、経常利益で「7億円」、それぞれ増益見込であり、加えて、当期純利益では、昨年の減損損失の反動により、「223億円」の増益となる予想です。

　それぞれの詳細は、損益変動要因の項目でご説明いたします。

　なお、原油価格、為替のセンシティビティにつきましては、後ほどご説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　こちらは、天然ガス販売について、前期実績と今期の予想とを比較したものでございます。

　今期の販売予想では、前期に比べ「1億6千7百万立方メートル」、10%程度減少の「12億8千9百万立方メートル」を想定いたしました。
　このうち、国産天然ガスは、前期比「1億3千3百万立方メートル」減少の「8億8千7百万立方メートル」を想定しております。

　販売量の減少は、主に北海道地方における生産量の減少によるものであります。

　売上高については、販売量の減少の一方、天然ガス販売価格の上昇を織込んだ結果、により、前期に比べ「13億円」減少の「684億円」となる見込みです。

【メモ】 ▲167百万m3=北ガス▲187+苫小牧等+11+長岡管内+6
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　つづいて、通期の原油の販売状況でございます。
　前期と比べ、原油CIF価格は「14ドル」低下、ビチューメン価格については、WTIの下落によりカナダドルで「4ドル」低下を想定しております。
　ビチューメン及び買入商品原油を含む原油販売量は、ジャペックスガラフにおける原油生産開始に伴い、前期を上回る「189万7千キロリットル」を見込んでおります。
　売上高は、販売量の増加から、「74億円」増加の「959億円」を計画しております。
　このうち、収益に寄与する当社権益原油についてご説明いたします。
　国産原油の販売量は 「38万4千キロリットル」、前期に比べ「8万4千キロリットル」の減少となり、売上高でも、原油価格低下の要因により、「60億円」減少の「221億円」となる見込みです。
　海外原油の販売量は、「36万9千キロリットル」と大幅に増加し、売上高でも、「195億円」増加の「198億円」を見込んでおります。しかしながら、ジャペックスガラフの原油売上は、過去のガラフ鉱区における投資額の回収によるものであるため、収益への貢献は限定的です。
　ビチューメンの販売量は、「21万キロリットル」と前期を上回りますが、売上高では、価格の下落により、前期とほぼ同額の「96億円」を見込んでおります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ただ今、ご説明いたしました天然ガス及び原油の販売状況を踏まえ、今期の業績予想と前期実績との主な変動要因をご説明いたします。

　今期の売上総利益は、原油価格の低下および生産量の減少による減収がある一方、昨年度の勇払油ガス田の生産操業に係る事業用資産の減損により、償却費の大幅減少といった原価の減少の増益要因が上回り、前期に比べ「29億円」の増益の「619億円」を見込んでおります。
　営業利益では、主に探鉱費において海外探鉱で「41億円」減少することで、前期に比べ「68億円」増加の「207億円」となる見通しです。
　また、営業外損益では、受取配当金の減少を見込むなど、総額で「61億円」の減益となることから、経常利益では、増益幅が縮小し、前期に比べ「7億円」増益の「287億円」となる見通しです。
　加えて、昨年は勇払油ガス田の生産操業に係る事業用資産の減損が計上されておりましたが、今期はその反動により大幅な増益となり、法人税の増加を加味しましても、当期純利益おいては、前期に比べ「223億円」増加の「215億円」となる予想でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　原油価格及び為替のセンシティビティについてご説明申し上げます。
　原油価格については、「1バレル 100ドル」をベースに、1ドル上昇により、営業利益で「3億9千万円」の増益要因となります。
　また、為替については、「1ドル 90円」をベースに、5円の円安により、「17億8千万円」の営業利益増加要因と見込んでおります。
　但し、ビチューメンの販売価格は、通常の原油価格と同じ動きにはならないため、このセンシティビティには含めておりません。
　ビチューメン価格に対するセンシティビティについては、今期、ビチューメン価格の想定は、ロイヤリティー控除後で「1バレル 45 カナダドル」、また、1カナダドルを「90円」を前提としており、この前提をベースにすると、ビチューメン価格が、1カナダドル上昇した場合、営業利益での増加は、「233万カナダドル」、円換算しますと「2億1千万円」となる見込みです。
　また、為替の影響に関しては、ここに示した数値以外に、外貨建金銭債権債務の為替レート換算差額などが、営業外損益として計上されることになります。　さらに、実際の利益は原油価格や為替以外の様々要因によっても影響されます。したがって、こちらの数値はあくまで参考値としてお考え下さい。

　以上で、私からの説明を終了させていただきます。
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